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１．日本版ＣＣＲＣを実践する上で欠かせない要素

① 自治体の総合戦略との連動
総合戦略の中に位置づける

② 他の施策との連動
例）地域ケア、仕事づくり、空き家の活用、など

③ 地域プロデューサーの配置

④ 地元住民の納得・賛同
住民の困り事を解決、住み良い地域づくり

⑤ 情報公開と参加型

⑥ 総力戦
例）自治体、市民、NPO、民間企業、医療機関、大学、など
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１－３ 地域プロデューサー
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地域プロデューサー

地域住民地域住民

企業

自治体 NPO

ボランティアボランティア

医療機関医療機関

その他

教育機関教育機関様々な組織、個人と連携し、「参加型」で
地域の問題解決を図り、地域の力をアップ
させる。

地域力のUP！

・イメージを提案し、方向性を示していく。

・ニーズを把握し、専門家の能力を活用し、

問題解決に導く。

・夢とそろばんのバランスをとる。

・住民も問題解決できる力を持てるように

主体性を育む。

地域にある「ひと・もの・かね」などの資源をつないで、未来図を描き、
自らリーダーとなって地域をデザインしていく、地域づくりのスペシャリスト。
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２．日本版ＣＣＲＣの成功のポイント

① 事業化
マーケティング・ニーズ調査・商品開発

核となる事業の見極め（継続性、収益性、社会性）

事業主体の形成（民間主導が望ましい）

ニーズの変化との連動 など

② 移住促進
都市部での営業活動

地域の魅力づくり（仕事、生きがい、など）

暮らしの安心（ケア体制、移住後のフォロー、など） など
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日本版CCRC事業化
連絡協議会*

会員事業者

まち・ひと・しごと
創生本部

日本版CCRC
構想有識者会議

事業主体

自治体

研究機関など

専門家

NPO

金融機関

教育機関

地域の事業者

地域住民

制度支援

省庁

助成

企画提案

支援

地域プロデューサー

２－１ 事業化の促進・支援＜日本版ＣＣＲＣ事業化連絡協議会＞

医療機関 など

* 日本版CCRC事業化連絡協議会は９月設立予定

政策立案
自治体支援

課題整理
方針提示

成功事例分析
情報共有
相談対応
事業化推進
事業化支援
規制改革提案
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＜主な機能＞
■移住希望者の相談・生活設計
■移住に関する課題の解決提案

・住まい、仕事、教育など
■移住体験の紹介（ちょっと暮らし）
■地方創生に力を入れる市町村からの

情報発信
■自治体からの地方創生や移住促進

に関する相談対応
■日本版CCRCの事例の紹介

連携連携

連携

一般社団法人
コミュニティネットワーク協会

市町村

移住促進センター

日本版CCRC事業化
連絡協議会

出展

市町村

市町村

２－２ 移住促進センター
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２－２ 移住促進センター

＜移住促進センターの役割＞

① 移住に関心のある人への情報提供
・様々な暮らしのニーズに応える情報提供

② 地方創生や日本版CCRCに力を入れる自治体のライブ
な情報発信
＊日本版CCRCの推進地域のアンテナ基地です。

（CN協会が推薦する７～１０自治体に限定します。）

③ 日本版CCRCの成功事例の情報提供

④ 相談者の生活設計の相談にのり、自己決定をサポート
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２－２ 移住促進センター

＜移住促進センターの特徴＞

① 当協会が推薦する、７～１０の先進事例となる自治体に
絞り込んでの情報発信

② 積極的に都市部に住む人へアプローチ・アピール
→営業・広報

③ 希望者の現状・希望・不安などを聞き取り現地につなぐ
→生活設計、マーケティング

④ 希望者のニーズを現地での動き（事業や地域ケア等）に
反映させる
→受入側の充実、商品開発



３．事例紹介：全国で８つのタイプの異なる「ゆいま～る」を実現

栃木県那須町

サービス付き高齢者向け住宅
■２０１０年１１月 第１期（１８戸）オープン
２０１２年 １月 第２期（５２戸）オープン

■総戸数：７０戸

兵庫県神戸市

サービス付き高齢者向け住宅
■２００９年１０月 オープン
■総戸数：７５戸

東京都日野市

サービス付き高齢者向け住宅
コミュニティハウス
■２０１１年１０月 オープン
■総戸数：６３戸

東京都福生市

サービス付き高齢者向け住宅
外部特定施設入居者介護
■２０１３年３月オープン
■総戸数：４４戸

住宅型有料老人ホーム
■２０１１年１２月オープン
■総戸数：７０戸

東京都多摩市

サービス付き高齢者向け住宅
■２０13年３月オープン
■総戸数：５６戸

東京都多摩市

ゆいま～る中沢

ゆいま〜る⾼島平
東京都板橋区

サービス付き高齢者向け住宅

■２０1４年１２月オープン

■総戸数：３０戸

介護付有料老人ホーム

■２０1３年５月オープン

■総戸数：２０戸

ゆいま〜る厚沢部
北海道檜山郡厚沢部町
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※高齢者住まい法改正により、「適合高齢者専用住宅」を「サービス付高齢者向け住宅」として登録

３－１ ゆいま～る那須（栃木県那須町）

所在地 栃木県那須郡那須町大字豊原乙字那
須道下627‐115他

敷地面積 9,978.05㎡

建築面積 3,561.04㎡

構造規模 木造： A棟1階建、B棟：2階建、
C棟：1階建、D棟2階建、E棟2階建

総戸数 70戸
住戸専有面積

間取り
33.12m²〜66.25m²、1R～2LDK

開設 １期： 2010年11月（18戸）

２期： 2012年1月（52戸）

【主な特徴】

 里山、木のぬくもりのある戸建風建物

 平成21年度 第1回高齢者居住安定化モデル事業選定事業(一般部門)に選定

 働きながら暮らす、仕事づくり（居住者、地域住民）

 ゆいま～る那須倶楽部（別荘感覚で利用できる仕組み）

 文化や音楽、交流を楽しめる図書室・音楽室・自由室

 地域に開かれた「ゆいま～る食堂」（直営）

 送迎車ゆいま～る号（入居者が寄贈）
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３－１ ゆいま～る那須 ＜都市部からの移住＞

１．入居状況
 総居室数：70戸
 入居者数：78名 （一人入居：58名 二人入居：10組20名）

 入居者男女比：男19名（25％） 女56名（75％）

 入居者平均年齢：男69.6歳 女71.7歳 平均年齢70.7歳

２．従前住所及び出身地
 関東圏：54名（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉など）

 関西圏：7名 （大阪府、神戸市など）

 福島県：8名
 那須町：2名
 その他：7名（北海道、新潟県、静岡県、岩手県、佐賀県）

2015年3月末
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３－１ ゆいま～る那須 ＜雇用の創出、生きがいづくり＞

１．ハウス内外での仕事
 生活コーディネーター（ハウススタッフ）：地元住民、入居者

 食堂：地元住民、入居者

 送迎：入居者

 併設のデイサービス：地元住民、入居者

 元の職業を活かした仕事

 趣味を活かした仕事

２．ハウスでの役割（部会）
 農部会

 グリーン部会

 図書部会

 広報部会 など



13

美容師

理容師

そば打ち職人
運転手

端材でおもちゃつくり（積み木づくり）

３－１ ゆいま～る那須 ＜雇用の創出、生きがいづくり＞



14

居場所を自分たちでつくる（障子貼り） 作品や地域の良品を販売

積み木の販売

お弁当づくり

３－１ ゆいま～る那須 ＜雇用の創出、生きがいづくり＞
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３－２ ゆいま～る厚沢部（北海道厚沢部町）

所在地 北海道檜山郡厚沢部町新町115

敷地面積 2,842.81㎡

建築面積 1,260㎡

構造規模 木造一部RC造 平屋建て一部2階建て

総戸数 20戸
住戸専有面積 20.28㎡

開設 2013年5月

【主な特徴】

 ゆいま～るシリーズとしては初めての介護付有料老人ホーム

 世界一素敵な過疎の町を目指す「厚沢部町」との連携

 道産木材をふんだんに使用した温もりのある建物

 住まい、集う、介護という３つのコンセプト

 林野庁と町からの補助金により家賃2万円を実現

 地域ケアの拠点を目指す

※介護型有料老人ホーム
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厚沢部国保病院

・医師不足により
高度医療の提供が困難

・社会的長期入院
・売上げを上回る人件費

医業
損失

厚沢部町

高齢化の進行

財政負担増

厚沢部町の課題と目指す方向

行政と介護サービスによる社会的入院の減少

医療・介護・福祉の総合的な地域ケアシステムの構築

“素敵な過疎のまち”の実現

３－２ ゆいま～る厚沢部 ＜町立病院の再生と有料老人ホームを核としたケアシステム＞
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素敵な過疎のまちへのステップ

“素敵な過疎のまち”の実現

第1ステップ 在宅支援診療所による社会的入院受入

第2ステップ 行政と介護サービスによる社会定期入院の減少

→ゆいま～る厚沢部

第3ステップ 医師の確保・総合的な地域ケアシステムの構築

→現段階

第4ステップ 給食センターによる食の包括的提供

第5ステップ 自立型ハウス・福祉学校による移住促進

３－２ ゆいま～る厚沢部 ＜町立病院の再生と有料老人ホームを核としたケアシステム＞
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①介護付き

有料老人ホーム

②ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

③ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

３－２ ゆいま～る厚沢部 ＜町立病院の再生と有料老人ホームを核としたケアシステム＞



19

行政の投資により、介護予防、介護度の改善につながる
取り組みを実施し、介護保険負担を低下させる。
それにより行政は投資を回収する。

厚沢部町

入居者 コミュニティネット

①土地の無償提供

運営補助金

②低価格なサービス提供

③介護保険負担

の低下

事業スキーム

３－２ ゆいま～る厚沢部 ＜官民連携＞



 国と町からの補助金を活用し、家賃２万円を実現

 農林水産省（林野庁）による「森林・林業・木材産業づ
くり交付金」 約１億円

 町からの「介護付有料老人ホーム入居者支援対策事
業に係る補助金」 約１億円

20
ギャラリー幼稚園との交流 コンサート

３－２ ゆいま～る厚沢部 ＜低価格家賃の実現＞
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自立 要支援１ 要支援2 要介護１ 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

2014年

1年間で平均介護度が低下。
それにより、自治体の介護保険負担が月々約50万円（年間約600万円）低下。
一人あたりに換算すると月々2.5万円。
→厚沢部町運営補助金1億円を17年で回収できる効果を生んでいる。

厚沢部町内転居者だけで考えると、８人中、５人が介護度の改善。一人あたり月々2.6万円
の効果で、それ以上の効果を生んでいる。

介護度の低下と自治体負担低下

３－２ ゆいま～る厚沢部 ＜介護度の改善＞



拠点施設

（両両・滞在、情報センター、在宅介護・保育他）

サテライト施設

（高齢者住宅、小規模多機能）

近隣・既存団地

子育て世帯

仕事・趣味活動参加・食事利用

（会員は宿泊利用・住み替え）

在宅介護サービス利用

仕事・訪問・託児・食事利用

＜コミュニティ研究会＞

・地域情報の収集

・ニーズが集まる

・賛同者が集まる

・人材の育成

・セミナー開催

・イベント企画開催

・ボランティアの育成、組織化

・ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ創出

・生きがい創出

緊急対応

入院時等対応等

地域資源の活用と連携・ネットワークを構築することによって、市民参加型のまちづくり、

住環境整備を推進していく。

近隣・既存団地

高齢者世帯

地域プロデューサー
施設スタッフ 入居者

地域資源人材（主婦） 地域資源人材

（高齢者・リタイア世代）

見守り・相談講師派遣

㈱地域活性ファンド

コミュニティファンドの仕組み
NPO・ボランティア等医療・介護・看護・その他専門機関

22

３－３ ゆいま～る中沢・聖ケ丘 ＜地域包括ケアシステム＞
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既存団地

既存団地

既存団地

既存団地

空室活用等
小サテライト

空室活用等
小サテライト

空室活用等
小サテライト

利用

ゆいま～る中沢
拠点施設

病院に隣接・連携
医療・看護・介護の充実

短期滞在も可能

利用
利用

連携

連携

ゆいま～る聖ヶ丘
サテライト施設

（介護支援サービスが充実）

連携

利用

利用

利用
利用

連携

３－３ ゆいま～る中沢・聖ケ丘 ＜地域包括ケアシステム＞
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医療機関

小規模多機能
訪問看護・介護・居宅

グループホーム

医療機関の隣接地に建設することによって、途切れの無い医療・看護・介護が提
供できる。また、療養病床の削減の影響で生まれている医療難民に対して、一時
療養・ｼｮｰﾄｽﾃｲと医療連携において対応することが可能となる。

さらに1階部分は外部開放機能を設置することで、介護、生きがい支援を実現し、
交流促進を行う。

隣接

連携

サービス付き高齢者住宅

サービス拠点施設

スタッフルーム
多目的・レストラン

有料ショートステイ
ゆいま～る倶楽部

外部開放型機能

３－３ ゆいま～る中沢 ＜医療連携、拠点施設・住戸＞

住宅型有料老人ホーム
（グループハウス）
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３－３ ゆいま～る聖ヶ丘 ＜サテライト住戸・施設＞

敷地②

小規模多機能グループホーム

敷地① 敷地③

A棟

有料老人ホーム

グループハウス
多目的・ｺﾐｭﾆﾃｨ食堂

事務室

B棟
有料老人ホーム

C棟

有料老人ホーム

住宅型有料老人ホーム71戸 （３住棟 ４階建）

１F：食堂兼多目的室、 小規模多機能、グループホーム２ユニット

グループハウス（７戸/71戸）

２F：訪問介護事務所

住宅型有料老人ホーム＋ケアの施設
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３－３ 多摩マイライフ包括支援協議会の試み
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リノベーション後リノベーション前

食堂・多目的室 書架 居室内

３－４ ゆいま～る多摩平の森 ＜空き団地１棟活用＞



築５０年のEVがない４階建の住棟に、EVと階段、廊下を新設。躯体いかし、内外装、設備を

リノベーション、ケアの施設とコミュニティの場を増築。地域のコニュニティの拠点を創造。

３－４ ゆいま～る多摩平の森 ＜空き団地１棟活用＞

コミュニティハウス

小規模

多機能

型居宅

介護

小規模

多機能

型居宅

介護

外廊下・階段・EV２基外廊下・階段・EV２基

サービス付き高齢者向け住宅

外廊下・階段・EV２基外廊下・階段・EV２基

食堂
多目的室
食堂
多目的室

28
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既存団地

空室の内装を改修

↓

サービス付高齢者向け住宅へ登録

店舗 店舗 店舗 店舗事務所

近接の建物内（店舗等）を改修

↓

サービス付高齢者向け住宅の事務所

生活支援サービス提供スタッフ常駐

① 26街区の既存空室30戸改修し、サービス付き高齢者向け住宅を整備

② 近接の建物内に、スタッフ常駐事務所（フロント）を整備

2‐26‐2号棟

３－４ ゆいま～る高島平 ＜点在する空き家の活用＞
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団地高齢者

ゆいま～る高島平管理室

病院

連携

連携

介護認定者の利用

利用在宅介護事業所

介護認定者の利用

地域の介護事業所、かかりつけ医、総合病院と連携を取り、団地住民に必要な介護
サービス、医療サービスを的確に提供。それぞれが役割を担えるようになり、元気な
時の生活感や価値観、生活環境、人間関係を維持しながら完成期まで安心して暮ら
せるネットワークを構築。

連携

相談

利用

連携
連携

フロント
スタッフ

ケアマネ

かかりつけ医

３－４ ゆいま～る高島平 ＜点在する空き家の活用－ケアと住宅の分離ー＞



喫茶
食事
配食
キッズルーム

食堂
多目的室

マッサージ
体操教室
情報提供

グループサービス(案)
ディサービス

夜間対応型訪問介護

キッズ
ルーム

リハビリ
娯楽
食事

会議室、
暮らしの保健
室、
サークル活動
イベント開催認
知症カフェ

交流・ケアの場として機能

地域包括支援センター

地域包括ケアとの連携

介護ケア
総合事業

総合相談支援、権利擁護
ケアマネジメント、在宅介護支援

介護予防支援・自立支援

高島平団地内も周辺も安心できるケアシステムの場所と

多世代が楽しめるまちづくり

コミュニティ棟

＊構想段階であり、
決定ではありませ
ん。

近隣団地
民間アパート
戸建て住宅等

高島平団地
団地住民

子育て世帯
ファミリー世帯

高齢者世帯

31

３－４ ゆいま～る高島平 ＜点在する空き家の活用－ケアと住宅の分離ー＞
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３－５ 町田プロジェクト ＜大学との連携＞

桜美林大学のクラブハウスのある土地を活用し、
学生向け賃貸住宅を併設した「サービス付き高齢者向け住宅」を
新設する計画。

日本初の日本型カレッジリンク（大学連携型コミュニティ）を目指す。

サービス付き
⾼齢者向け住宅

学⽣向け
賃貸住宅

⼀般住宅

町⽥ヒルズハウス

⼤学



3333

多世代・交流ゾーン

コンビニ、介護サービス、
コミュニティレストラン・
多⽬的室

ファミリー向け住宅

⾼齢者住宅ゾーン

⾼齢者住宅ゾーン

屋外コミュニティ
スペース

クラブハウス
学⽣向け住宅・
シェアルーム

交流施設、⾼齢者向け住宅、学⽣向け、ファミリー向け住宅を配置。
1階部分だけでなく、２階部分にも廊下を設け、それぞれの場所を相互に⾏き来できる。
屋上庭園やコミュニティレストラン、多⽬的室などでの交流ができる。
コンビニや介護サービスを設けることで⼊居者の安⼼、利便性を実現。

３－５ 町田プロジェクト ＜大学との連携＞
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http://c-net.jp/

検索情報の公開


